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「今」に集中すれば、結果は必ずついてくる 

 

 

学生たちから学ぶ 

 

黒木真吾（中九州短期大学 経営福祉学科） 

 

2022年度ももうすぐ終わりを迎えます。1年というのは早いものです。私は、現在の短期大学で介護

福祉士の養成をしながらボランティアサークルの顧問をしています。メンバーは介護福祉士コースに所

属する1年生のみ7名です。毎年入学してくる学生の個性が違い、いつも新たな発見の連続ですが、今

年はいつも以上に積極性のある学生が多いです。 

サークルメンバーは2022年4月から短大の講義を受けながら平日は空き時間に学内清掃、休日は

デイサービス、障がい者事業所といった勉強につながる場所でのボランティア活動に取り組みました（写

真参照）。学生は介護福祉士受験資格取得のため、夏と冬に実習に臨みます。その事前学習として貴重

な経験を積んだことで「実習前に経験しておくことで安心して実習に入ることができた」といった声もあ

がっていることからボランティア経験が学生にとっての学びになっているようです。 

さらに、学内清掃に関して学生たちは入学当初は、顧問からの勧めで行っていたのですが、いつしか

部長を中心に「今月は○月○日に駐車場前を掃除しようと思うけどみんなできる？」などといった話し合

いをしながら自主的に取り組んでいます。世のため、人のためにみんなで協力し継続して行うといった

意識の高さがうかがえます。私は、そんな学生をみて「私の学生時代はどうだったかな」と考えますが、こ

んな行動力はなかったです。そういった意味で私自身も教員という立場でありながら学生たちから大切

なものを学ばせてもらっています。 

サークルメンバーは4月より2年生（卒業年）になります。ボランティア経験をこれからも継続し、講義、

実習、就職活動、介護福祉士国家試験勉強に活かし、新入生にもその背中を見せながら引っ張ってい

ってほしいと思います。これからの福祉業界の活性化につながることを願って。 

 

「ボランティア活動（デイサービス）」 
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ブルース・リーの思想 

 

竹村泰央（高知県立希望が丘学園 児童指導員） 

 

怪鳥といわれる雄叫び、圧倒的な肉体美、そこから繰り出される驚異的なカンフーの技。 

社会にはびこる差別や偏見、理不尽な社会現象を吹き飛ばし、しかもそうした邪悪なものを滅ぼした

後に残る哀しみに満ちたドラゴンの憂い。映画史上に燦然と輝く彼の姿は現代にも通じる存在であり思

想です。 

あの当時、全世界の男の子を始め、内戦下にあった人々、理不尽な差別に苦しむ人々にとっても、彼

の存在、思想は人間社会にはびこる既存の概念を覆す圧倒的なパワーとして受け入れられました。もし

ご覧になっていない方がいるのなら全力でお勧めです、個人的には「ドラゴンへの道」がベストです。 

人間関係学会・学会ニュースに相応しいネタとして、このテーマを挙げるにはちゃんと理由があります。 

それは「なんのために勉強をするの？」といった素朴な疑問にブルースの思想や生き様がピタリと当て

はまるからです。 

彼は、白人系中国人として生まれ、生き延びる手段として英国支配の香港でカンフーを見に付け、アメ

リカの大学で哲学を学び、芸能の世界に活躍の場を得るも、何処の社会でもありがちな偏見によって、

疎外され居場所を追われてしまう辛い過去を背負っています。 

ようやくチャンスを得たものの、僅か４本（死後に５本目）の映画を残し早世してしまいます。が、そこに

は「なによりも自由であることの大切さ」という作品に込められた普遍的なメッセージがあり、その哲学的

思想を背景に触発され世界的な大ブームを巻き起こしました。 

あまりにも有名なセリフに「Don‘t  Think  Feel」がありますが、あまり知られることのないセリフと

して、伝統としてのカンフーの型に固執することを徹底して避け、形に捕らわれることのない自由な動き

を追い求めた彼の思想を現すものとして「Be Water My  Friend」というものがあります。 

水は柔らかい物質ですが、同時に岩をも砕く強さがあり、捕まえることもできず破壊することもできま

せん。そしてどんな器にも姿形を変えて順応することができ、離れ離れになることも一つになることもで

きる。こうした水の特徴にこそ、カンフーの技にも人間の生き方にも通じるものがあると考えていたそう

です。 

つまりそこには、人間は生まれながらにこの世界に存在するあらゆる制約を甘んじて受け入れざるを

得ない弱い存在であるものの、あらゆる可能性や希望に満ち、人種や思想、文化の違いも超えて一つに

なれる、自由なる存在である、という思想が貫かれているのです。 

現実として、現代に生きる多くの子どもにとっての学校や勉強は、残念なことに自らの自由を奪う場所

や存在として捉えられてしまっています。が、本質的には学校や勉強こそが、この制約の多い社会におい

てあらゆる可能性に満ち、自由に泳ぎ回れる技を身に着けることのできる場所であり手段になり得るも

のであると考えることができます。（多くの学校や子ども達にとって、現実にはとてつもなく難しいことで

すが） 

ということで現実には、私が関わる教室という狭い範疇にならざるを得ませんが、なんとか

そうした教えができる教室に変えていき、そうした考えを下敷きにした教えをしていきたいと、

いつも強く願っています。 

偉大なヒーロー、ブルース・リーの思想に勇気づけられる、私の今日この頃の

ちっぽけな思いです。 
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北海道の障害者施設での不妊処置から問われるもの 

 

石黒慶太（神戸大学大学院博士後期課程） 

 

昨年の12月、北海道江差町の障害者施設で、知的障害者カップルが結婚や同居を望んだ場合、施設

側が家族同席のもとで本人たちに不妊処置を提案していたことが報道されました。 

この報道を知った時、驚きや怒り、そして悲しみといった感情が生起しました。私は、知的障害のある

成人男性の性的欲求について研究しております。今でも、この実態は看過すべき問題ではないと捉え、

思考し続けております。この件について、多くの方々も私と同様、驚きや怒り、そして悲しみといった感情

が生起し、当該障害者施設が行っていること(行ってきたこと)について批判する姿勢をもったのではな

いでしょうか。また、実践の現場で障害者と関わっている人たちに対し、障害者の人権を閑却し得ない問

題と理解し、自らの権力性についての気づきを求めているのではないでしょうか。 

この報道の数日後、友人が同じ報道を知ったようで、以下のメールが届きました。 

『私たちの内なる優生思想に意識的になるべきだ』 

たしかに、本件を自分とは関係のない所で起こっている事象として捉えるのではなく、自分自身にも

内在しているであろう障害者に対する差別性や抑圧性について、意識的になることは重要であり、否定

できません。この意識をもつことが、自己を対象化することにつなげ、健常者としての自己と障害者との

関係性の捉え直しに導くと考えられるからです。 

しかし一方で、報道された施設を取り巻く社会制度や社会システム、そして国がこれまで、障害者が

安心して結婚したり、子育てができたりする法整備をしてきたのか、ということについても考えていく必

要があるのではないでしょうか。そして、社会的マジョリティとして生活している(生活できている)健常

者としての私たち自身は、障害者が安心して結婚したり、子育てができたりする社会について思考し、そ

ういった社会を目指してきたと言えるでしょうか。 

当然、当該施設が行ってきた不妊処置は批判されるべきです。しかし、同時に、マジョリティである健

常者として生活している私たち一人ひとりが、実は、障害者が生きにくい社会を支えてしまっているのだ

と自覚する必要があると思います。 

私たちは『私たちの内なる優生思想に意識的になるべきだ』という言葉によって、障害者差別について

意識的になることにとどまらず、社会に対し、誰もが生きやすいを目指すべきだ、そういった社会にして

いこうではないか、と声を上げる必要があるのではないでしょうか。人間関係学には、この問題について

も取り組んでいく意義があると考えております。 
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「自分のレベルを上げる」「自分を変える」ために 

どうすれば良いのか 
 

清川照美（株式会社タイヨー 取締役副社長） 

 

もし、自分がこんな性格だったら。もし、自分がこんな事が出来る人間だったら。私はもっとこんな人

生を歩み、こんな人になれたのにと、多くの人は言い訳をします。変われない事を言い訳に、自分自身を

変えようとはしない人たちが、あまりにも多いです。 

では、どうすれば変われるのか。答えは一つ。正しい習慣を一つずつ作っていく事です。歯磨きと一緒

です。毎日続けることを一個でも増やす事が出来れば、間違いなく人は変われるのです。 

人から見て私はどのように見えているか分かりませんが、気持ち四十五歳、戸籍年齢六十五歳。年間

を通しての習慣、週で決めている習慣、日々で、お風呂で、朝起きてから、夜寝る前に、そして出張先で

と、色々な習慣を持って生きています。では、大変な事をしているかと言うとそうではなく、歯磨きと同じ

レベルです。 

例えば、年間を通しての習慣。一月には、応接間にしている書斎を丁寧に、棚の中の引き出しまで出

してすべて整理をします。年間百冊ほどの本を読みますので、百冊ぐらいは捨てるか、貰っていただきま

す。このように、各月で部屋の掃除をしていきます。週単位では、月曜日に一週間分の食事と下ごしらえ、

常備菜を作ります。これも三十年以上続けています。日々のルーティンとしては、朝、夕に一階、二階、玄

関の入口、床をモップ掛けし、鏡、窓、シンク、トイレと一回三十分ぐらいで日々続けています。お風呂は

一日二回、朝、夕に入ります。私は基礎体温が低く、体温を上げるためです。三十五度代だった体温が、

十年ほどで五分ぐらい上がり、今はとても元気です。夜は半身浴をしながら、五十ページ本を読みます。

昨年からは、お気に入りのパックを朝、夕毎日しています。少しはシミが薄くなってきました。歯磨きをし

ながら、電気のお腹ブルブルを使っています。東京出張の時は、必ずプールとジムに行きます。とにかく、

地味に続ける事です。毎年一個でも何かをプラスして、続ける。小さい習慣を持って、三日坊主を続ける

事です。人間は当たり前ですが、食事をして排泄をします。トイレに入ったら必ず何かをする、例えば本

を一ページでも読む。気づいたら、一冊の本を読み終えています。本当に小さい事の積み重ねです。 

自分を変えようと思うなら、小さなこと一つでも習慣を作ってみる事。小さな習慣一つで、人は大きく

変われると思います。人生で今日が一番若いのです。 

 

 

 

 

「北から、南から」の原稿は会員であれば、どなたでも投稿できます。 

お寄せいただきたいのは、400～1,000 文字程度です。多少オーバーしても大丈夫。 

 

日々の生活で感じたことや、思い浮かんだこと、作品などお便りに載せてください。 

1 月末までの投稿分は 2 月発行のニュースに掲載されます 
7 月末までの投稿分は 8 月発行のニュースに掲載されます 

    

   送付先 広報委員会（谷川）まで tanikawa@kusw.ac.jp 

 

mailto:tanikawa@kusw.ac.jp
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202２年２月に始まったロシア軍によるウクライナへの軍事侵攻。その戦況をＴＶや

新聞で見聞きするたびに、この戦争がいつ終わるのか、どうすれば終わるのか、未だ

終わりの見えない状況に愕然とした思いに陥ります。 

今回は「戦争」が描かれている映画を紹介いたします。もちろん、戦闘そのものを

描いたものや戦時下の日常を描いた作品など数多とあります。表現方法の違いが

あっても「戦争」を描くことによって、いわゆる「良い戦争」はありえない、その思いに至る

ことそれが映画の使命であると考えています。 

 

以下の作品は、（あまりにも膨大な数ゆえに）２０１５年以降に上映された中で、私が鑑賞して印象

深かった１０作品です。 

 

① 「アメリカンスナイパー」 ２０１５年公開。アメリカ製作。イラク戦争を描く。過酷な戦場を生き延

び、妻子のもとへ帰還した後もぬぐえない心の傷に苦しむことになる主人公を描く。実話。 

② 「ヒトラーの忘れ物」 ２０１６年公開。デンマーク・ドイツ合作。第二次大戦終了後、デンマーク

の海岸地帯の地雷撤去を強制されるドイツの少年兵の過酷な運命。実話。  

③ 「この世界の片隅に」 ２０１６年公開。広島から呉に嫁いできた１８歳のすず。戦況の悪化で配

給物資が減るなか、様々な工夫を凝らし生活していく日常が描かれる。 

④ 「ハクソー・リッジ」 ２０１７年公開。アメリカ製作。沖縄戦時、信仰（セブンスデーアドベンチス

ト）ゆえに誰も殺さず、武器も持たずに、衛生兵として負傷した兵士を敵国関係なく助けた兵

士の実話。 

⑤ 「名もなき生涯」 20２０年公開。アメリカ・ドイツ合作。第二次大戦時のオーストリアで、ヒトラ

ーへの忠誠を拒み、信念に殉じた一農夫の物語。実話。 

⑥ 「スウィング・キッズ」 ２０２０年公開。韓国製作。朝鮮戦争中の捕虜収容所でのダンスチーム

を描いた作品。白人も黒人も朝鮮人、中国人、も関係なく。 「fuckin’ideologie!」  

⑦ 「ジョジョラビット」 ２０２０年公開。アメリカ製作。第二次大戦下のドイツに暮らす少年とユダ

ヤの娘の触れ合いが描かれる。戦争の滑稽さを少年の目を通してコミカルに描く。 

⑧ 「異端の鳥」 ２０２０年公開。チェコ・スロバキア・ウクライナ合作。第二次大戦中、ホローコスト

を逃れて疎開した一人の少年が、差別や迫害に抗いながら強く生きていく姿を描く。 

⑨ 「アウシュビッツレポート」 ２０２１年公開。スロバキア・チェコ・ドイツ合作。アウシュビッツ強制

収容所を脱走した二人の若いユダヤ人が、施設内の現状を記した報告書を提出。そのレポー

トにより12万人のユダヤ人の命が救われた実話。 

⑩ 「戦争と女の顔」 202２年公開。ロシア製作。兵士として従軍した女性。第二次大戦後のソ連

（現ロシア）でＰＴＳＤに苦しみながら生きる女性の姿を描く。 

 

私にとっての印象的な戦争映画と言えば、かなり前の作品となりますが、「ディアハンター」（１９７８ 

年）、「プラトーン」（１９８７年）、「プライベートライアン」（１９９８年）ってところでしょうか。 

 翻って考えてみて、私たちは過去の戦いの歴史から何を学んできたのでしょうか。何が変わった

のでしょうか。変わらないのでしょうか。今の時代だからこそ、観てほしい戦争を描いた作品です。 

   

 第８回 戦争と映画  

-映画が戦争を描くことの意味- 橋本順子 
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学会員の近刊著書紹介 
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【会員動向】（2022年8月21日～2023年2月10日）  

2023年2月10日現在  

会員123名 （正会員：104名 一般会員：9名 準会員：10名 賛助会員：0）  

〈入会者〉 正会員：3名  ・吉田 景一 ・岡村 靖人 ・黒木 真吾（敬称略）  

〈退会者〉 2名（正会員：1名 一般：1名）  

 

巻頭言にありました通り、2022年 12月に、第 30回記念全国大会を 3年ぶりに対面で行うこと

ができました。記念大会を対面で開催できたのは、コロナ禍においても全国大会を中止することなく、

誌上発表やオンラインなどの工夫をし、第 28 回、第 29 回の全国大会が行えたおかげと思っており

ます。大会長はじめご協力・ご参加くださった皆様に感謝申し上げます。次回の第 31 回全国大会も

対面で予定されており、新たな企画もあります。皆様とお会いできることを楽しみにしております。 

事業年度・会計年度につきましては、2023 年 3 月 31 日で、2021・2022 年度が終了します。

4月に 2023年度会費のご案内をいたしますので、会費納入について、ご理解とご協力をお願いいた

します。 

 

 


